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<研究の概要>
『神経発達症（旧：発達障害）児者の社会適応，生活の質

（Quality of Life：QOL）を高めるための条件を明らかしに，より
効果的な支援方法を案出すること』を目標に，行動分析学の
枠組みから実証的な研究を行なっている。特に，①ニューロダ
イバーシティの観点から理解を深め，②当事者がより適応的
に生活できる条件を，環境-生活体の相互作用から行動を読
み解く応用行動分析学の視点から検討している。さらに③神
経発達症のある方を支える支援ネットワークの構築と社会実
装を達成するために，通信技術や行動計測などの工学的デバ
イスを活用した支援法略の開発と評価を行なっている。

①については，神経発達症の中核的症状である社会関係障
害，限局反復的行動，実行機能障害，運動調整機能障害など
に対して知覚・運動側面から支援研究を行なっている。②につ
いては，神経発達児者の社会性/適応行動の促進に寄与する
条件を，主に家庭・学校環境から検証している。③については，
遠隔支援技術（Tele-Health）を利用した遠隔地行動コンサル
テーションパッケージの開発・評価，ソーシャルイメージング技
術による社会的相互作用の定量分析を行なっている。
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